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様似郷土館

S A M A N I  F o l k  M u s e u m

様似郷土館

北海道様似町

〒058-8501 北海道様似郡様似町会所町１番地
ＴＥＬ・ＦＡＸ ０１４６-３６-３３３５
Ｅ－ｍａｉｌ　samanikyoudokan＠future.ocn.ne.jp

開 館

入 館 料
開館時間
休 館 日

昭和４1年　
日高管内初の郷土館として開館
無料
ＡＭ１０：００～ＰＭ４：３０
毎週月曜日・年末年始

〒０５８-8501 北海道様似郡様似町大通１丁目２１番地
ＴＥＬ ０１４６-３６-２５２１　ＦＡＸ ０１４６-３６-４２１０
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西様似海辺川の支流で金鉱を発見
幕府により採掘（東金山金鉱）

シャクシャインの戦いにより金山閉鎖

様似山道（約７ｋｍ）完成
エンルムに会所　設置

「砂馬荷造船所」設置

様似が蝦夷奉行の管下となり、
この年を様似の開基とした

等澍院　幕府により建立

等澍院護摩堂　竣工

様似神社（住吉神社）　建立

シャマニ会所　廃止

等澍院　廃寺

等澍院　再興

日高本線　様似まで全線開通

町制施行（村から町になる）
アポイ高山植物群落が
国の特別天然記念物に指定される

等澍院護摩堂を
町の重要文化財第一号に指定

第一回アポイの火まつり開催

ヒメチャマダラセセリ（蝶）
国の天然記念物に指定

日高山脈襟裳国定公園指定

等澍院古文書ほか蝦夷三官寺資料
国の重要文化財に指定

アポイ岳ジオパーク
日本ジオパークに認定

寛永１２

寛文 ９

寛政１１

寛政１２

享和 ２

文化 ３

文化 ８

安政 ４

明治 ２

明治１８

明治３０

昭和１２

昭和２７

昭和４０

昭和４６

昭和５０

昭和５６

平成１７

平成２０

１６３５

１６６９

１７９９

１８００

１８０２

１８０６

１８１１

１８５７

１８６９

１８８５

１８９７

１９３７

１９５２

１９６５

１９７１

１９７５

１９８１

２００５

２００８ 様似町教育委員会

矢本家古文書
やもとけこもんじょ

米・味噌は矢本の蔵から、
日用品は矢本の店から

文久元辛酉年
シャマニ絵図面
勝田伊賀守様上ル 将軍建立の官寺

十万石格
蝦夷三官寺

一石一字塔

等澍院古文書
とうじゅいんこもんじょ

シャマニ会所絵図
かいしょえず

様似町

様似会所支配人代理だった矢本蔵五郎は、明治政府の依頼で会
所廃止後も会所に留まり物資の取引や旅籠屋、徴税なども行いまし
た。その後、会所建物の払い下げを受け幅広く商売を始め、様似の
暮らしを支えました。当時、冷遇されていたアイヌの人たちにも温情
な態度で接し、全員に苗字をつけてあげるなど、和人同格の取引を
実施しました。「矢本家古文書」は、当時の記録と会所の経緯など
が記された貴重な文献で北海道唯一と言われています。

福山（現・松前町）から様似に移住した佐藤家が松前福山城家老・
勝田伊賀守に献上するために文久元年（１８６１）に作られた様似絵図
でしたが、献上する機会なく、手元に残された貴重な史料です。

「シャマニ会所」や「寺（等澍院）」などの場所が記され、「様似
山道」、山道内の「コトニ小休所」なども詳細に描かれています。

等澍院は、文化３年（１８０６）東蝦夷地の人心の拠所として、また
幕府の権威誇示のため建立され、寺録（官費）によって維持管理され
た寺院でした。明治には、「寺録逓減法」に伴い維持管理が不能とな
り廃寺になりましたが、復興を願う信徒の要請もあり再興された北海
道の古刹です。

文化３年（１８０６）に等澍院初代
住職秀暁により、えりも百人浜の海難
者供養として建立されました。碑文は
秀暁住職の書と伝えられています。

等澍院古文書は、開祖初代住職秀暁から１１世住職徳弁に至るまでの
江戸歴代住職が幕府や他寺とのやりとりを記録したもので幕府の公文書
や建立の経緯が記されています。

文献から

学ぶ

国指定重要文化財（平成17年6月10日）
・住職記１３冊 ・什物帳１冊 ・霊簿（過去帳）１冊
様似町指定文化財（昭和58年4月12日）
・書府（寺禄逓減法通知書）１通
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幌満駅逓所
ほろまんえきていしょ

開拓時代の生活用品

大正・昭和の暮らし

産業資料

東金山金鉱山 塩釜製塩所

アイヌ民族の歴史

考古学について

教育の歴史

戦時中の暮らし

開拓と

暮らし

産業を

振り返る

名所・由来

を知る

北海道独特の駅逓制度

馬のわらじジンベイ

江戸時代は「会所」が人馬継立、継立馬
の飼育、旅籠屋の業務を担ってきました。様
似会所では、婦女子のための山駕籠まで用
意されていました。
「会所」廃止後は「駅逓所」と改称され規
則と設備を整備し人馬継立、宿泊、郵便の３
事業が主な仕事になりました。この制度は明
治から昭和初期まで続き、北海道を開拓す
る上で重要なものでした。

北海道の開拓を支えた
産業の道具類は、現在も
使用されている道具もあ
れば、使用されなくなり
姿を消した道具など様々
あります。
そんな懐かしい道具類
を展示しています。

運別（現・海辺川）の支流ポロ
ナイ水源の近くで、寛永１２年
（1635）に金が発見され、寛文９
年（1669）に起きたシャクシャイ
ンの乱まで幕府による採掘が続
けられました。江戸時代の北海
道では、鉱山を掘り砂金を採取
する「山金」は珍しく、記録では
様似町と今金町の２箇所とされて
います。鉱石を粉砕したとされる
鉱山臼が発見されています。

北海道での製塩は、寛政１２年（１８００）頃に幕府によりはじめられ
ました。函館奉行所の記録では、様似と根室の２箇所が最初で、大釜
で海水を煮立てて塩を造り、同時に豆腐も造られていたと言います。
今でも「塩釜」は、地名として残っています。

寛政年間になると外国船が交易を求め北海道に次 と々姿を現わすよ
うになり、危機を感じた幕府は蝦夷地（現・北海道）の北方警備とその為
の道路開削に乗り出しました。
寛政１０年（１７９８）に派遣した蝦夷地調査団の報告により、幕府は

海岸通行の最大難所である様似冬島・幌満間の様似山道と幌泉（現・
えりも）猿留山道の開削を重視し、着工から１年たらずの寛政１１年（１７９
９）に完成させました。

様似山道開削中、南部（現・東北地方）から
やってきた斉藤和助は、山道開削を手伝い、旅人
の利便を図り、また地域の雑事にも協力し、その
人柄と献身的な姿は地域の人々から絶大な信頼
を寄せられました。没後、様似場所請負人・近江
屋藤重郎と幌泉場所請負人・福島屋善四郎たち
がその遺徳を讃え、「和助地蔵」を建立しました。

明治８年（１８７３）に北海道開拓使が様似山
道の旅籠屋の管理人に依頼したのが徳島藩家
老稲田家（淡路島藩主）家臣団の一人、原田安
太郎夫妻でした。明治１８年（１８８５）に旅籠屋を
辞して様似市街地に移りましたが、風雪ひどく、
熊や山犬の出没、治安も悪った当時の功績は
非常に大きいものでした。
現在、原田宿跡地では土台石や石垣、当時

使用していた徳利、炉の跡が発見されています。

木の瘤を利用した手製のお盆や陶器の湯たんぽなどの生活用
品、当時一大ブームを起こした小型映画撮影機のパティベビーカ
メラは北海道に現存する３台のうちの１台です。

開拓時代に実際に使われていた生活用品で、雪深い北国独特
のものなど数 あ々ります。

儀式に使用した道具や刀、婦人の首飾りなどを展示しています。

蹄鉄の取替えが不十分
だった昔は、馬専用のわらじ
を用いました。

黒裂置文衣（チカルカルペ）

昭和４２年に科木の繊維を使
い、１年がかりで織ったものです。

塩釜、観音山、エンルム岬などから出土したもので、中野式、
縄文式土器や石斧、鏃などが数多くあります。その他に、獣骨
やクジラの骨も出土しています。

明治から大正まで使われていた尋常小学校の教科書や吊鐘・
振鐘など、その他に大正９年（1920）に実施された第１回国勢調
査の記録と記念メダルが展示してあります。

熊よけラッパ？

漁業

山金（やまきん）の証拠！？
鉱石を粉砕した鉱山臼

北海道で２箇所
だけの製塩所！
大釜の破片

農業林業

北海道初の官営道路
山道の名所？様似で
大きさも歴史も１番の木？

様似山道
原田宿
の跡地

様似町指定文化財（昭和４４年３月１日）
毎年３月第３日曜日に慰霊祭が開かれています

熊の出没が多かった
開拓時代は、「熊よけ」
のためにラッパを吹きら
がら歩いたとか・・・・

山形地方独特の履物で甚
平衛という人が作ったから、
その名がついたとか・・・

日高国
幌満駅逓所

召集令状（赤紙）や戦地からの軍事郵便、着用していた将校
用背負鞄や軍服、外套などが当時を偲ばせます。

色 な々
アンモナイト
も展示して
います。

しおがませいえんしょ

様似山道
さまにさんどう

和助地蔵
わすけじぞう

様似山道旅籠屋 原田宿
さまにさんどうはたごや　はらだじゅく

（スリッパ型のわらじ）
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